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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
令和６年度 第２回新磯公民館運営協議会 

事務局 

（担当課） 
生涯学習部 新磯公民館 電話 046-256-1900 

開催日時 令和６年９月２５日（水曜日） 午後７時００分～８時２０分 

開催場所 新磯公民館 ２階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員 １９人（別紙のとおり） 

その他 ０人 

事務局 ４ 人（館長代理 他３人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ 開 会 

２ 議題等 

（１） 令和６年度前期（９月まで）の事業結果について 

（２） 令和６年度後期（１０月以降）の事業計画について 

（３） 新磯公民館表彰規程に基づく候補者の推薦について 

（４） 第三次振興計画策定検討委員会の経過報告について 

 ３ お知らせ 

   ・「ステージあらいそ」の開催について 

   ・「（仮）あらいそ文化祭」の開催について 

 ４ 情報交換 

 ５ 閉 会 

 



2 

 

協 議 経 過

主な内容は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 

 

１ 開会 

内田運営協議会会長（公民館長）のあいさつで開会した。 

議題に入る前に、新しい卓球台、和室用いすの設置を報告した。 

 

２ 議題等 

内田会長の進行により会議が進められた。 

（１）令和６年度前期（９月まで）の事業結果について 

各専門部の委員から報告があった。 

〇米粉を用いたカップケーキ作りを実施。一組で５個作成したが、その場

で食べずに家族のために持ち帰る子もいた。（文化部） 

〇グラウンドゴルフ練習会を２回、９月に大会を実施した。実施に際して

は、ＡＧＣ（新磯グラウンドゴルフクラブ）に協力を得ている。健康ウォ

ーキング第１回は城山で実施。コース上の城山湖一周が大変であった。ソ

フトボール練習会は月１回実施し、定着している。（体育部） 

〇元気倶楽部では、高齢者の転倒防止などのプログラムを月１回のペース

で実施。楽しく体操は、ヨガ体操を実施。小学生の親子の参加もあった。

子どもボッチャ大会は、たくさんの子ども達が参加し、とてもにぎやかだ

った。料理教室は、新磯地区には高血圧の方が多いという現状から減塩料

理を実施した。（健康元気部） 

〇ホームページは月１回の更新、館報は年４回発行している。館報は、文

字だけでなく写真も多く掲載し、見て楽しいと思える紙面となるよう工夫

をしている。館報とホームページをあわせてご覧いただきたい。 

（広報部）  

〇青少年部では、「暑中お見舞いのカードをおくろう」、「公民館にとまろ

う」、「こども社会見学」の３つの事業を実施した。今年度から新規に公民

館事業のお手伝いをしてみたい小学生（高学年）を募集し、集まったメン

バーで“とんかつ議員”というグループを結成し、活動を開始した。名称

は子どもたち自ら命名した。事業に参加しながら受付、誘導や準備を行う

とともに低学年児のサポートもするなど、子どもならではの視点でのお手

伝いが大変好評となっている。今後、公民館の様々な事業に活動を展開し

ていく予定。（青少年部） 

〇新紙幣の発行に合わせて、紙幣の顔となる３名の人物史や共通点、また

同時代に活躍した相模原市ゆかりの尾崎咢堂についても記念館を訪問して

学習した。（成人学級） 
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●花壇整備、利用団体協議会総会について報告した。保育室の開放について、

昨年度から実施している。大勢の利用はないが、コンスタントに利用してい

ただいている。ソフト積み木は、昨年度の運営協議会の予算から購入させて

いただいている。勝坂グラウンドの抽選会については、５０を超える団体に

利用していただいている。 

〇保育室の開放について、どのくらいの利用があるのか、熱中症対策はどの

ようにしているか。 

●保育室は１回あたり多くて３組、利用者のない日もある。新磯子どもセン

ターが開いていないときに利用するケースもあった。熱中症対策について

は、公民館はクールシェルターとして指定されている。夏休み期間中は、子

どもたちの利用が多くあった。一般も含め利用増に対応して、長椅子を増設

している。 

●事業では水分補給を積極的に行った。結果、公民館にかかわる熱中症の報

告はなかった。 

 

（２）令和６年度後期（１０月以降）の事業計画について 

   ・館長代理から後期事業計画の説明があった。 

    れんげ楽級（高齢者学級）は、明日（９月２６日(木)）から始まる。 

子どもまつりは、新磯小学校、相陽中学校のご協力をいただいている。本年

についても、ご配慮を願いたい。 

 

（３）新磯公民館表彰規程に基づく候補者の推薦について 

・館長代理から表彰規程等の説明があり、あわせて推薦依頼をした。 

 

（４） 第三次振興計画策定検討委員会の経過報告について 

・策定検討委員会の幟川委員長から、これまでの経過について報告があった。

７月から委員会メンバーで事業見学を行いながら、評価、見直し等の検討を進

めている。 

    

 ３ お知らせ 

   ・「ステージあらいそ」の開催について 

文化部事業として、１１月に実施する。自治会掲示板にもポスターを掲示さ

せていただいた。今回は入場料無料、９０席用意している。窓口で整理券を

配布する。ぜひ、ご来場をお願いしたい。（文化部） 

 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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   ・「（仮）あらいそ文化祭」の開催について 

    昨年度まで“秋の文化展”“公民館まつり”の２本立てで実施していたが、

年間の事業バランスを考え、ひとつにまとめ実施することで計画している。 

     

〇まつりの終了時間が夜となっているが、模擬店も音楽もそうなのか。 

 

●近隣の問題があるので、“室内の催し物のみ”の実施を考えている。夜間は、

より多くの方にご来場いただきたいと考えて設定している。 

〇文化祭期間中の駐車場についてはどうか。 

●１日目（金曜日）は新磯まちづくりセンターも業務を行っているので、敷地

内の駐車場を利用できるが、一部準備で利用できない部分がある。第２駐車

場もご利用いただきたい。公民館の各部屋は文化祭準備のため、利用できな

い予定。２日目（土曜日）、３日目（日曜日）は、これまでの公民館まつりと

同様、新磯小学校の校庭を駐車場として借用する予定。 

 

４ 情報交換 

〇ペットボトルの回収について、農協と話を進めていることの報告があった。 

 

〇１１月２日（土）に新磯小学校運動会を予定。全国的に不審者などの対応に

関連し、入場には制限を設けるようになっている。ご了承いただきたい。 

 

〇「勝坂遺跡縄文まつり」が１１月１６日（土）に数年ぶりに開催される。観

光協会や新磯コンシェルジュも出店するので、ぜひご来場して欲しい。 

 

〇観光協会の写真コンテストの募集が始まっているので、応募や周知をお願い

したい。 

 

５ 閉会  

   野﨑副委員長のあいさつをもって閉会した。あいさつは、次のとおり。 

「あらいそ文化祭」をはじめとする、後期の事業もたくさん計画されている。

なかなか顔を出すことができないが、公民館が（地域の方が）集まれる場とし

て活用されることを期待している。また、新磯地区自主防災隊では１１月１０

日（日）に、新磯地区の総合防災訓練を計画している。小中学校、各団体もぜ

ひ協力をお願いしたい。 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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新磯公民館運営協議会委員出欠席名簿 
敬称略、順不同 

Ｎｏ 氏   名 役 職 等 出席 

1 内田 耕一 新磯公民館 館長 出 

2 野﨑 雅利 新磯地区自治会連合会 副会長 出 

3 佐々木 隆 新磯小学校 校長 出 

4 前島 利広 相陽中学校 副校長 出 

5 太田 翔平 新磯小学校ＰＴＡ 会長 出 

6 島田 大輔 相陽中学校ＰＴＡ 会長 欠 

7 中村 まり 地区子ども会育成連絡協議会 副会長 出 

8 山口 和夫 地区社会福祉協議会 会長 欠 

9 佐田 昌史 地区民生委員児童委員協議会 会長 出 

10 金野 みどり 女性団体代表 出 

11 荒井 優子 新磯観光協会 会長 出 

12 磯崎 守志 地区老人クラブ連合 副会長 出 

13 藤野 亙由 新磯商盛会 会長 出 

14 難波 稔 公民館文化部 部長 出 

15 富田 清重 公民館体育部 部長 出 

16 日下部 洋吏 公民館青少年部 部長 欠 

17 比嘉 敏恵 公民館健康元気部 部長 欠 

18 早川 美幸 公民館広報部 部長 出 

19 川島 泉 公民館利用団体協議会 役員 出 

20 早田 栄 新磯地域包括支援センター センター長 出 

21 守屋 樹 新磯こどもセンター 館長 欠 

22 曽我 幸央 相模原南児童ホーム 所長 出 

23 太下 なおみ 公募委員 出 

24 幟川 泰夫 学識経験者 出 

 


